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（仮称）青森市環境基本計画策定に係る市民・事業者アンケート調査結果の概要 

 

１ 調査目的 

  市民や事業者の環境問題に対する意識や関心、環境に関して取り組んでいる状況等を把握し、

（仮称）青森市環境基本計画の策定に当たっての参考資料とすることを目的とする。 

 

２ 調査概要 

調査対象 市民 事業者 

抽出条件 
市内に在住する満 16 歳以上の全市民
から無作為抽出 

市内に営業所を有する事業者から無作
為抽出 

調査期間 令和 8（2026）年 5 月 12日（火）～6 月 1 日（月）まで 

調査方法 
配付方法：調査票の郵送 
回収方法：返信用封筒での郵送又は電子申請システムによる WEB 回答 

配付数 １，１００ １，０００ 

回答数 
（回答率） 

５４３（49.4％） 
※郵送：３１８、WEB：２２５ 

５５６（55.6％） 
※郵送：２８６、WEB：２７０ 

※各アンケート調査結果は、小数点第 2位を四捨五入のうえ割合を示しているため、合計値が 100.0％とならない場合があります。  

３ 市民アンケート調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）回答者属性 

［年齢］ 

10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳以上 無回答 

１０ 
（1.8％） 

２５ 
（4.6％） 

５６ 
（10.3％） 

７４ 
（13.6％） 

９６ 
（17.7％） 

９９ 
（18.2％） 

１７６ 
（32.4％） 

７ 
（1.3％） 

［居住年数］ 

1 年未満 
1 年以上～ 
10 年未満 

10 年以上～ 
20 年未満 

20 年以上～ 
30 年未満 

30 年以上 無回答 

５ 
（0.9％） 

３３ 
（6.1％） 

５５ 
（10.1％） 

６５ 
（12.0％） 

３７８ 
（69.6％） 

７ 
（1.3％） 

［居住地域］ 

東地区 中央地区 南地区 西地区 東部地区Ａ 東部地区Ｂ 

１４３ 
（26.3％） 

４５ 
（8.3％） 

１２０ 
（22.1％） 

１１０ 
（20.3％） 

１７ 
（3.1％） 

１５ 
（2.8％） 

南東部地区 西部地区 南部地区 北部地区 浪岡地区 無回答 
２２ 

（4.1％） 
２０ 

（3.7％） 
１２ 

（2.2％） 
６ 

（1.1％） 
２７ 

（5.0％） 
６ 

（1.1％） 

資料２ 
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（２）調査結果内容 

① 環境問題等についての関心度 

 

 

 

 

 

 

  

「非常に関心がある」又は「関心がある」と回答した割合については、「⑧地域の生活環

境に係る被害」が 85.2％と高くなっており、次いで「①地球温暖化や気候変動などの地球

環境問題」が 83.8％となっています。 

 

29.7%

22.1%

25.2%

32.4%

24.7%

23.8%

23.2%

31.1%

16.9%

54.1%

52.5%

55.4%

51.0%

58.2%

52.9%

50.8%

54.1%

53.4%

11.0%

18.2%

15.7%

12.2%

12.3%

15.7%

18.2%

10.3%

23.6%

1.5%

2.4%

1.8%

1.5%

1.7%

2.4%

1.8%

0.9%

2.4%

2.4%

4.2%

1.5%

2.2%

2.2%

4.8%

5.5%

2.9%

3.1%

1.3%

0.6%

0.4%

0.7%

0.9%

0.6%

0.4%

0.6%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①地球温暖化や気候変動などの地球環境問題

②自然や地域（景観、歴史・文化など）と再生可能エ

ネルギー発電施設との共生

③廃棄物の適正処理、再利用及びリサイクル

④廃棄物の不適切処理、不法投棄

⑤使い捨て商品の使用や電気・ガスの無駄遣いなど、

資源やエネルギーの利用の問題

⑥身近な場所での自然の減少

⑦自然環境の保全や貴重な動植物の減少

⑧地域の生活環境に係る被害（大気汚染、水質汚染、

土壌汚染、騒音、振動、悪臭など）

⑨自然や地域の環境保全のための活動（美化・清掃活

動や森林保全活動など）

非常に関心がある 関心がある あまり関心がない 関心がない わからない 無回答
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② 日常生活における環境へ配慮した行動の取組状況 

 

 

 

 

 

  

○「実施している」又は「今後実施したい」と回答した割合については、「⑫台所の排水

に油や生ごみを流さないようにしている」が 99.1％と最も高く、次いで「⑧古紙、缶、

びん、プラスチックなどは分別して収集に出している」が 98.7％となっている。 

○「今後も実施しない」については、「⑭環境に関するイベントや講座に参加している」

が 39.2％と最も高く、次いで「⑤再生可能エネルギー由来の電力の利用を心がけてい

る」が 36.4％となっている。 

 

81.2%

40.1%

35.7%

60.5%

11.2%

63.4%

84.2%

95.0%

46.6%

35.4%

84.3%

90.1%

49.5%

6.1%

15.7%

16.2%

49.2%

35.9%

24.9%

50.3%

27.3%

10.9%

3.7%

43.3%

41.4%

12.3%

9.0%

38.3%

53.6%

55.6%

2.0%

9.6%

26.7%

8.1%

36.3%

8.5%

4.1%

0.9%

9.0%

22.1%

2.4%

0.6%

10.3%

39.0%

27.3%

0.6%

1.1%

1.7%

6.5%

2.2%

0.9%

0.9%

0.4%

1.1%

1.1%

0.9%

0.4%

1.8%

1.3%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①電気や水、ガスなどの節約を心がけている

②省エネ製品やエコマークのついた商品など、環境に

やさしい商品を選んで購入している

③自家用車の利用をできるだけ控え、公共交通機関や

自転車、徒歩で移動している

④車を運転する際は、省エネ運転を心がけている

⑤再生可能エネルギー（太陽光、風力など）由来の電

力の利用を心がけている

⑥地元でとれる食材や建材などを利用している

⑦マイバックやマイボトルを持ち歩いている

⑧古紙、缶、びん、プラスチックなどは分別して収集

に出している

⑨使い捨ての製品は使わないようにするなど、ごみの

削減を心がけている

⑩リサイクルショップやフリーマーケットなどを活用

して、再利用を心がけている

⑪近隣への騒音防止を心がけている

⑫台所の排水に油や生ごみを流さないようにしている

⑬里山や水辺にすむ生き物を大切にする

⑭環境に関するイベントや講座に参加している

⑮自治体や地域などが行う環境に関する活動（ごみ拾

いなど）に参加する

実施している 今後実施したい 今後も実施しない 無回答
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※②で「今後も実施しない」と回答した理由 

 

 

  

9.9% 4.7% 8.8% 15.9% 8.4% 9.5% 19.9% 16.9% 5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今後も実施しない理由

「今後も実施しない」と回答した理由の割合について、「情報がない（よく知らない）」

が 19.9％と高くなっており、次いで「特に理由がない」が 16.9％となっています。 

 

27.3%

7.8%

41.7%

13.6%

1.0%

4.3%

9.1%

34.7%

9.4%

8.3%

9.1%

3.9%

8.3%

4.5%

0.5%

4.3%

9.1%

8.2%

9.4%

1.9%

2.4%

5.4%

13.7%

4.2%

4.5%

34.7%

26.1%

1.9%

9.8%

27.1%

4.5%

3.6%

8.7%

13.6%

20.0%

14.3%

10.3%

8.3%

66.7%

1.9%

25.1%

27.9%

36.4%

23.5%

3.5%

4.5%

15.8%

4.3%

31.8%

40.0%

18.4%

7.7%

1.9%

2.4%

3.4%

18.2%

9.8%

8.3%

9.1%

7.1%

8.7%

13.6%

10.2%

15.4%

16.7%

7.4%

10.4%

6.8%

15.7%

0.7%

9.1%

25.0%

17.4%

20.0%

4.1%

17.1%

0.0%

46.3%

32.2%

25.2%

9.1%

11.8%

3.5%

34.1%

6.6%

26.1%

18.2%

20.0%

8.2%

23.9%

41.7%

33.3%

31.5%

19.9%

23.8%

3.9%

2.8%

15.9%

5.6%

4.5%

2.0%

6.8%

25.0%

5.6%

7.1%

7.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①電気や水、ガスなどの節約を心がけている

②省エネ製品やエコマークのついた商品など、環境にや

さしい商品を選んで購入している

③自家用車の利用をできるだけ控え、公共交通機関や自

転車、徒歩で移動している

④車を運転する際は、省エネ運転を心がけている

⑤再生可能エネルギー（太陽光、風力など）由来の電力

の利用を心がけている

⑥地元でとれる食材や建材などを利用している

⑦マイバックやマイボトルを持ち歩いている

⑧古紙、缶、びん、プラスチックなどは分別して収集に

出している

⑨使い捨ての製品は使わないようにするなど、ごみの削

減を心がけている

⑩リサイクルショップやフリーマーケットなどを活用し

て、再利用を心がけている

⑪近隣への騒音防止を心がけている

⑫台所の排水に油や生ごみを流さないようにしている

⑬里山や水辺にすむ生き物を大切にする

⑭環境に関するイベントや講座に参加している

⑮自治体や地域などが行う環境に関する活動（ごみ拾い

など）に参加する

生活の便利さや快適さが損なわれる 生活習慣を変えたくない 費用がかかる

時間や手間がかかる 効果に疑問がある メリットが感じられない

情報がない（よく知らない） 特に理由はない 無回答

＜全 体＞ 

＜項目別＞ 
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③ 環境に関する情報の入手方法 

 

 

 

 

 

 

  

34.1%

22.4%

16.8%

10.3%

6.3%

5.2%

1.4%

0.5%

0.7%

1.9%

0.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

テレビ、ラジオ

新聞、雑誌（紙媒体）

国や自治体が配布している広報誌、パンフレット、回

覧板など（紙媒体）

家族や友人、知人、学校、職場

国や自治体以外のホームページ（電子版の新聞や

ニュースサイト含む。）、メールマガジン、SNS

国や自治体のホームページ、メールマガジン、SNS

環境NPOや民間団体が配布している広報誌、パンフ

レットなど（紙媒体）

その他（「インターネット」、「動画サイト」など）

セミナーや講演会など

特に情報を得ていない

無回答

情報の入手方法については、「テレビ、ラジオ」が 34.1％と高くなっており、次いで「新

聞、雑誌（紙媒体）」が 22.4％となっています。 
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④ 現在の青森市の環境に関する状況や取組への満足度・重要度 

［満足度］ 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.6%

5.2%

4.2%

6.1%

10.5%

7.6%

7.7%

9.0%

8.8%

14.2%

9.9%

5.5%

3.9%

2.6%

1.8%

12.2%

23.9%

17.7%

30.2%

32.2%

27.4%

29.1%

24.7%

25.8%

35.5%

34.0%

21.9%

14.2%

14.4%

11.2%

58.4%

53.4%

39.6%

49.2%

37.2%

49.9%

49.4%

53.0%

48.1%

36.5%

35.5%

47.0%

54.1%

55.8%

58.0%

13.3%

9.8%

18.2%

8.7%

14.2%

9.2%

7.4%

7.7%

11.0%

7.9%

12.1%

16.0%

17.3%

18.0%

18.0%

11.0%

5.5%

18.2%

4.2%

4.2%

4.1%

4.6%

3.7%

4.6%

4.1%

6.4%

7.7%

8.7%

7.0%

9.2%

2.6%

2.2%

2.0%

1.7%

1.7%

1.8%

1.8%

1.8%

1.7%

1.8%

2.0%

1.8%

1.8%

2.2%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①太陽光などの再生可能エネルギーの利活用

②節電などの省エネルギー対策

③異常気象への備えや気候変動への適応

④３Ｒ（発生抑制、再利用、リサイクル）の推進

⑤適切なごみの処理、不法投棄対策

⑥大気汚染防止や生活排水などによる水質汚濁防止

⑦不快な騒音・振動のない生活環境

⑧地盤沈下や土壌汚染のない生活環境

⑨河川などの水辺地の保全

⑩歴史的・文化的遺産の保護と継承

⑪地域の自然や公園など、身近な緑の充実

⑫景観に配慮したまちづくり

⑬環境に関する情報の提供・共有

⑭環境保全活動や環境教育・学習機会の充実

⑮自ら進んで環境問題に取り組む人材の育成

高い やや高い どちらでもない やや低い 低い 無回答

○「高い」と「やや高い」については、「⑩歴史的・文化的遺産の保護と継承」が

49.7％と最も高く、次いで「⑪地域の自然や公園など、身近な緑の充実」が

43.9％、「⑤適切なごみの処理、不法投棄対策」が 42.7％となっている。 

○「低い」と「やや低い」については、「③異常気象への備えや気候変動への適応」が

36.4％と最も高く、次いで「⑮自ら進んで環境問題に取り組む人材の育成」が

27.3％、「⑬環境に関する情報の提供・共有」が 26.0％となっている。 
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［重要度］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.4%

27.6%

39.8%

28.2%

36.1%

33.9%

23.4%

30.8%

30.2%

26.9%

27.6%

22.3%

18.4%

16.4%

17.5%

31.5%

36.5%

25.8%

35.0%

35.5%

32.6%

36.5%

31.3%

35.7%

37.4%

39.5%

32.6%

31.3%

29.7%

27.6%

31.7%

25.4%

21.4%

27.3%

19.0%

25.4%

30.6%

28.7%

25.2%

26.2%

23.5%

32.2%

38.3%

39.8%

40.7%

6.6%

3.5%

5.0%

3.9%

4.6%

3.3%

4.4%

4.1%

3.7%

3.9%

4.0%

7.2%

6.6%

8.5%

7.7%

7.4%

2.9%

4.1%

2.2%

1.5%

1.5%

1.7%

1.5%

1.8%

2.6%

2.2%

2.8%

1.8%

2.6%

3.3%

4.4%

4.1%

4.1%

3.5%

3.3%

3.3%

3.5%

3.7%

3.3%

3.1%

2.9%

2.9%

3.5%

3.1%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①太陽光などの再生可能エネルギーの利活用

②節電などの省エネルギー対策

③異常気象への備えや気候変動への適応

④３Ｒ（発生抑制、再利用、リサイクル）の推進

⑤適切なごみの処理、不法投棄対策

⑥大気汚染防止や生活排水などによる水質汚濁防止

⑦不快な騒音・振動のない生活環境

⑧地盤沈下や土壌汚染のない生活環境

⑨河川などの水辺地の保全

⑩歴史的・文化的遺産の保護と継承

⑪地域の自然や公園など、身近な緑の充実

⑫景観に配慮したまちづくり

⑬環境に関する情報の提供・共有

⑭環境保全活動や環境教育・学習機会の充実

⑮自ら進んで環境問題に取り組む人材の育成

高い やや高い どちらでもない やや低い 低い 無回答

○「高い」と「やや高い」については、「⑤適切なごみの処理、不法投棄対策」が

71.6％と最も高く、次いで「⑪地域の自然や公園など、身近な緑の充実」が

67.1％、「⑥大気汚染防止や生活排水などによる水質汚濁防止」が 66.5％となって

いる。 

○「低い」と「やや低い」については、「①太陽光などの再生可能エネルギーの利活

用」が 14.0％と最も高く、次いで「⑭環境保全活動や環境教育・学習機会の充実」

が 11.1％、「⑮自ら進んで環境問題に取り組む人材の育成」が 11.0％となってい

る。 
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［満足度・重要度の点数化］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.81

3.14

2.71

3.26

3.31

3.26

3.29

3.28

3.24

3.49

3.29

3.02

2.87

2.87

2.78

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00 5.00

①太陽光などの再生可能エネルギーの利活用

②節電などの省エネルギー対策

③異常気象への備えや気候変動への適応

④３Ｒ（発生抑制、再利用、リサイクル）の推進

⑤適切なごみの処理、不法投棄対策

⑥大気汚染防止や生活排水などによる水質汚濁防止

⑦不快な騒音・振動のない生活環境

⑧地盤沈下や土壌汚染のない生活環境

⑨河川などの水辺地の保全

⑩歴史的・文化的遺産の保護と継承

⑪地域の自然や公園など、身近な緑の充実

⑫景観に配慮したまちづくり

⑬環境に関する情報の提供・共有

⑭環境保全活動や環境教育・学習機会の充実

⑮自ら進んで環境問題に取り組む人材の育成

3.49

3.86

3.96

3.86

4.04

3.97

3.78

3.89

3.92

3.85

3.89

3.66

3.60

3.50

3.50

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00 5.00

①太陽光などの再生可能エネルギーの利活用

②節電などの省エネルギー対策

③異常気象への備えや気候変動への適応

④３Ｒ（発生抑制、再利用、リサイクル）の推進

⑤適切なごみの処理、不法投棄対策

⑥大気汚染防止や生活排水などによる水質汚濁防止

⑦不快な騒音・振動のない生活環境

⑧地盤沈下や土壌汚染のない生活環境

⑨河川などの水辺地の保全

⑩歴史的・文化的遺産の保護と継承

⑪地域の自然や公園など、身近な緑の充実

⑫景観に配慮したまちづくり

⑬環境に関する情報の提供・共有

⑭環境保全活動や環境教育・学習機会の充実

⑮自ら進んで環境問題に取り組む人材の育成

・回答数について「高い」を５点，「やや高い」の回答数を ４点，「どとらともいえな

い」を３点，「やや低い」を２点，「低い」を１点とし，それらの合計値を回答者数

（無回答を除く）で割ったものを点数として扱います。 

・数値が大きい施策・取組は，満足度・優先度が高いことを示しています。 

平均点［ 3.11 ］ 

＜満足度＞ 

＜重要度＞ 

平均点［ 3.79 ］ 
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［満足度・重要度の分析］ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

①太陽光などの再生可能エネルギーの利活用

②節電などの省エネルギー対策

③異常気象への備えや気候変動への適応

④３Ｒ（発生抑制、再利用、リサイクル）の推進

⑤適切なごみの処理、

不法投棄対策

⑥大気汚染防止や生活排水など

による水質汚濁防止

⑦不快な騒音・振動のない生活環境

⑧地盤沈下や土壌汚染のない生活環境

⑨河川などの水辺地の保全

⑩歴史的・文化的遺産の保護と継承

⑪地域の自然や公園など、身近な緑の充実

⑫景観に配慮したまちづくり

⑬環境に関する情報の提供・共有

⑭環境保全活動や環境教育・学習機会の充実

⑮自ら進んで環境問題に取り組む人材の育成

2.60

2.70

2.80

2.90

3.00

3.10

3.20

3.30

3.40

3.50

3.60

3.40 3.50 3.60 3.70 3.80 3.90 4.00 4.10 4.20

満

足

度

重 要 度

満足度・重要度の結果を併せて総合的にみるために、縦軸に満足度、横軸に重要度

の２次元グラフで表示して合わせてみることで、満足度と重要度の関係について分析

します。それぞれのエリアの詳細は次のとおりです。 

＜カテゴリ＞ 

【Ⅰ】 満足度が高く、重要度も高い  【Ⅱ】 満足度が高く、重要度が低い 

【Ⅲ】 満足度が低く、重要度も低い  【Ⅳ】 満足度が低く、重要度が高い 

Ⅰ Ⅱ 

Ⅲ Ⅳ 

高 

高 低 

低 

平均点［ 3.79 ］ 

平均点 

［ 3.11 ］ 

○カテゴリ【Ⅳ】に分類される「③異常気象への備えや気候変動への適応」について、

満足度が低く、重要度が高いものであるため、サービス改善のニーズが高いと考えら

れます。 

【改善領域】 

【現状維持領域】 【ニーズ充足領域】 

【改善検討領域】 
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⑤ 青森市の良好な環境を将来の世代へ引継ぐため、あなた自身はどのようなことに

取り組みたいか。（自由記載） 

［主な回答］ 

 

  
・環境保全に関する情報にアンテナを張り巡らせて、日常生活でも気を付けたり、市民

講座等にも参加して、環境保全に努めていきたい。 

・電気や水を無駄使いしない、食品ロスをなくす、ごみを減らす、分別をしっかりする

など、自分でもできる SDGsを続けていきたい。 

・家でできること（節電、節水、ごみの分別など）子供と一緒に取り組んでいきたい。 

・私は高校生なので自分に出来る事は限られていると思いますが、自家用車を利用せず

公共交通機関や徒歩で移動したりリサイクル資源の収集に協力することなどは出来る

事だと思うのでこれらのように小さなことから少しずつ実践してみることを意識して

いきたい。 

・今在るものを大切にして残したい。特に自然環境豊かで恵まれており四季が感じられ

るというのは誇れること。無くなってから気づくことのないように想像力を育んでい

きたい。 

・今回のアンケートに回答してみて、環境に関して自分がおもっていたより関心を持っ

ていなかったことが分かったので、まずは知ることから始めたい。 

      など  
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４ 事業者アンケート調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）回答者属性 

［業種］ 

農業、林業 
鉱業、採石業、

砂利採取業 
建設業 製造業 

電気・ガス・ 

熱供給・水道業 
情報通信業 

３ 
（0.5％） 

２ 
（0.4％） 

１８９ 
（34.0％） 

４０ 
（7.2％） 

１７ 
（3.1％） 

５ 
（0.9％） 

運輸業、 
郵便業 

卸売業、 
小売業 

金融業、 
保険業 

不動産業・、 
物品賃借業 

学術研究、専門・

技術サービス業 
宿泊業、 

飲食サービス業 

２３ 
（4.1％） 

１１９ 
（21.4％） 

３ 
（0.5％） 

３ 
（0.5％） 

３１ 
（5.6％） 

８ 
（1.4％） 

生活関連サービ

ス業、娯楽業 
教育、 

学習支援業 
医療、福祉 サービス業 その他 無回答 

１０ 
（1.8％） 

１ 
（0.2％） 

８ 
（1.4％） 

６６ 
（11.9％） 

２３ 
（4.1％） 

５ 
（0.9％） 

［従業員数］ 

１人～１０人 １１人～５０人 ５１人～１００人 １０１人以上 無回答 
２８２ 

（50.8％） 
２０４ 

（36.7％） 
３３ 

（5.9％） 
３２ 

（5.8％） 
５ 

（0.9％） 

 

（２）調査結果内容 

① 環境に関する担当部署等の設置状況 

 

 

  

○専任の部署の設置又は専任・兼任の担当者がいるとの回答した合計が 21.1％となって

いるが、「担当者を配置していない」が 77.5％と高い状況となっている。 

2.0%

3.6%

15.5%

77.5%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

専任の部署を設置している

（専任の部署はないが）専任の担当者がいる

（専任の部署はないが）兼任の担当者がいる

担当者は配置していない

無回答

＜目 次＞ 

（１）回答者属性（業種、従業員数）.............................................P11 

（２）調査結果内容 

①環境に関する担当部部署等の設置状況.......................................P11 

②事業活動における環境へ配慮した行動の取組状況.............................P12 

③環境問題に対する対策や取組を実施する理由.................................P14 

④環境に関する情報の入手方法...............................................P14 

⑤現在の青森市の環境に関する状況や取組への満足度・重要度...................P15 

⑥青森市の良好な環境を将来の世代へ引継ぐため、貴事業所ではどのようなことに 

取り組みたいか。（自由記載）.............................................P19 
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② 事業活動における環境へ配慮した行動の取組状況 

 

  

○「実施している」又は「今後実施したい」については、「⑩廃棄物の適正処理」が

98.3％と最も高く、次いで「⑧廃棄物の分別回収によるリサイクル推進」が 97.7％とな

っている。 

○「今後も実施しない」については、「⑤再生可能エネルギー（太陽光、風力など）由来

の電力の利用促進」が 36.4％と最も高く、次いで「自然や地域（景観、歴史・文化な

ど）と再生可能エネルギー発電施設との共生」が 31.3％となっている。 

75.6%

47.3%

44.8%

33.5%

9.0%

4.6%

23.6%

90.0%

71.0%

95.1%

79.8%

38.1%

41.5%

19.3%

46.1%

45.1%

53.1%

53.1%

61.6%

54.8%

7.7%

25.5%

3.2%

17.0%

54.2%

47.7%

3.1%

5.4%

9.1%

12.2%

36.4%

31.3%

19.6%

1.5%

2.5%

0.9%

2.1%

6.9%

10.0%

1.9%

1.2%

1.0%

1.2%

1.5%

2.5%

2.0%

0.8%

1.0%

0.7%

1.1%

0.8%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①節電や節水などの省エネ行動の推進

②省エネ効果の高い機器・設備の導入推進

③低燃費、低公害の自動車の導入推進

④エコドライブやテレワーク導入の推進

⑤再生可能エネルギー（太陽光、風力など）由来の電

力の利用促進

⑥自然や地域（景観、歴史・文化など）と再生可能エ

ネルギー発電施設との共生

⑦グリーン購入推進

⑧廃棄物の分別回収によるリサイクル推進

⑨使い捨ての製品の使用や購入の抑制など事業所ごみ

の減量化

⑩廃棄物の適正処理

⑪公害の防止（大気汚染、水質汚染、土壌汚染、騒

音、振動、悪臭の防止など）

⑫環境に関する社内教育

⑬自然や地域の環境保全のための活動（美化・清掃活

動や森林保全活動など）の実施、参加

実施している 今後実施したい 今後も実施しない 無回答



- 13 - 

 

※②で「今後も実施しない」と回答した理由 

 

 

 

 

  

「今後も実施しない」と回答した理由の割合について、「費用がかかる」が 23.4％と高く

なっており、次いで「情報がない（よく知らない）」が 18.4％となっています。 

1.0% 23.4% 8.2% 5.4% 10.8% 10.8% 17.5% 18.4% 4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今後も実施しない理由

＜全 体＞ 

6.3%

5.7%

15.4%

57.7%

55.6%

7.5%

39.4%

23.8%

11.5%

3.0%

2.1%

12.5%

4.4%

5.7%

3.5%

5.9%

3.8%

25.0%

7.7%

24.2%

31.9%

18.8%

2.2%

17.0%

2.1%

4.0%

3.8%

40.0%

22.2%

3.0%

6.4%

6.3%

3.8%

11.1%

9.4%

15.5%

8.9%

16.7%

12.5%

15.4%

6.1%

2.1%

6.3%

7.7%

20.8%

12.0%

13.9%

6.4%

30.8%

9.1%

8.5%

18.8%

3.8%

6.7%

7.5%

10.6%

26.7%

32.1%

20.0%

33.3%

30.3%

19.1%

31.3%

23.1%

15.6%

17.0%

12.7%

11.9%

21.8%

62.5%

23.1%

40.0%

33.3%

21.2%

25.5%

3.8%

2.2%

9.4%

4.2%

5.0%

3.8%

7.7%

11.1%

3.0%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①節電や節水などの省エネ行動の推進

②省エネ効果の高い機器・設備の導入推進

③低燃費、低公害の自動車の導入推進

④エコドライブやテレワーク導入の推進

⑤再生可能エネルギー（太陽光、風力など）由来の電

力の利用促進

⑥自然や地域（景観、歴史・文化など）と再生可能エ

ネルギー発電施設との共生

⑦グリーン購入推進

⑧廃棄物の分別回収によるリサイクル推進

⑨使い捨ての製品の使用や購入の抑制など事業所ごみ

の減量化

⑩廃棄物の適正処理

⑪公害の防止（大気汚染、水質汚染、土壌汚染、騒

音、振動、悪臭の防止など）

⑫環境に関する社内教育

⑬自然や地域の環境保全のための活動（美化・清掃活

動や森林保全活動など）の実施、参加

便利さや快適さが損なわれる 費用がかかる 時間や手間がかかる

利益につながらない 効果に疑問がある メリットが感じられない

情報がない（よく知らない） 特に理由はない 無回答

＜項目別＞ 
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③ 環境問題に対する対策や取組を実施する理由 

④ 環境に関する情報の入手方法 

 

 

 

 

  

実施する理由については、「事業者の社会的責務であり、必要不可欠だから」が 28.1％と

高くなっており、次いで「経費削減も兼ねるから」が 19.6％となっています。 

 

28.1%

19.6%

19.0%

11.3%

6.6%

4.6%

2.8%

2.5%

0.8%

4.4%

0.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

事業者の社会的責務であり、必要不可欠だから

経費削減も兼ねるから

法律や条例などにより定められているから

企業のイメージアップにつながるから

経営方針の一部であるから

行政から依頼、啓発があるから

業績（利益）に影響があるから

新たな事業活動の展開（ビジネス分野の開拓）のため

その他（「環境破壊から子供を守りたい」など）

特に取り組んでいない

無回答

情報の入手方法については、「新聞、雑誌（紙媒体）」が 21.6％と高くなっており、次い

で「国や自治体が配付している広報誌、パンフレット、回覧板など」が 19.7％となってい

ます。 

 

21.6%

19.7%

18.9%

13.8%

9.1%

5.6%

4.0%

2.8%

0.7%

3.7%

0.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

新聞、雑誌（紙媒体）

国や自治体が配布している広報誌、パンフレット、回覧板

など（紙媒体）

テレビ、ラジオ

同業他社や取引先など（事業活動を通じて）

国や自治体のホームページ、メールマガジン、SNS

国や自治体以外のホームページ（電子版の新聞やニュース

サイト含む。）、メールマガジン、SNS

セミナーや講演会など

環境NPOや民間団体が配布している広報誌、パンフレット

など（紙媒体）

その他（「コンサル」、「親会社からの情報提供」など）

特に情報を得ていない

無回答
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⑤ 現在の青森市の環境に関する状況や取組への満足度・重要度 

［満足度］ 

 

 

 

 

 

 

 

  

○「高い」と「やや高い」については、「⑤適切なごみの処理、不法投棄対策」が

48.5％と最も高く、次いで「⑩歴史的・文化的遺産の保護と継承」が 43.7％、「⑪

地域の自然や公園など、身近な緑の充実」が 41.9％となっている。 

○「低い」と「やや低い」については、「③異常気象への備えや気候変動への適応」が

39.7％と最も高く、次いで「①太陽光などの再生可能エネルギーの利活用」が

27.9％、「⑮自ら進んで環境問題に取り組む人材の育成」が 23.0％となっている。 

1.6%

5.6%

4.9%

8.3%

14.7%

10.3%

7.6%

8.3%

7.6%

10.1%

9.7%

6.3%

4.5%

4.1%

3.4%

13.5%

28.6%

14.6%

31.7%

33.8%

25.5%

23.6%

25.0%

25.4%

33.6%

32.2%

23.6%

16.2%

14.0%

13.7%

54.8%

43.9%

39.4%

46.2%

34.9%

50.2%

54.5%

54.0%

49.8%

40.6%

40.3%

46.0%

55.2%

59.4%

58.5%

14.6%

14.2%

22.3%

7.6%

9.9%

9.0%

9.2%

7.6%

11.3%

10.1%

12.1%

14.0%

16.5%

15.3%

15.1%

13.3%

6.3%

17.4%

4.7%

5.0%

3.4%

3.8%

3.8%

4.5%

4.1%

4.3%

8.6%

6.3%

5.8%

7.9%

2.2%

1.4%

1.4%

1.6%

1.6%

1.6%

1.4%

1.4%

1.4%

1.4%

1.4%

1.4%

1.3%

1.4%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①太陽光などの再生可能エネルギーの利活用

②節電などの省エネルギー対策

③異常気象への備えや気候変動への適応

④３Ｒ（発生抑制、再利用、リサイクル）の推進

⑤適切なごみの処理、不法投棄対策

⑥大気汚染防止や生活排水などによる水質汚濁防止

⑦不快な騒音・振動のない生活環境

⑧地盤沈下や土壌汚染のない生活環境

⑨河川などの水辺地の保全

⑩歴史的・文化的遺産の保護と継承

⑪地域の自然や公園など、身近な緑の充実

⑫景観に配慮したまちづくり

⑬環境に関する情報の提供・共有

⑭環境保全活動や環境教育・学習機会の充実

⑮自ら進んで環境問題に取り組む人材の育成

高い やや高い どちらでもない やや低い 低い 無回答
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［重要度］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○「高い」と「やや高い」については、「⑤適切なごみの処理、不法投棄対策」が

77.8％と最も高く、次いで「③異常気象への備えや気候変動への適応」が 68.2％、

「⑥大気汚染防止や生活排水などによる水質汚濁防止」が 67.7％となっている。 

○「低い」と「やや低い」については、「①太陽光などの再生可能エネルギーの利活

用」が 18.1％と最も高く、次いで「③異常気象への備えや気候変動への適応」が

9.0％、「⑮自ら進んで環境問題に取り組む人材の育成」が 7.0％となっている。 

16.4%

27.9%

42.3%

28.2%

39.9%

33.5%

19.4%

27.3%

28.2%

24.1%

24.1%

20.9%

18.5%

17.1%

15.6%

28.6%

34.0%

25.9%

39.2%

37.9%

34.2%

36.5%

31.7%

34.7%

38.5%

41.7%

37.6%

34.0%

31.1%

31.3%

35.3%

29.7%

21.2%

26.3%

17.4%

26.6%

36.3%

34.9%

31.5%

31.3%

28.6%

33.6%

39.9%

43.7%

44.4%

7.2%

4.0%

4.3%

2.5%

1.6%

2.0%

4.0%

3.1%

2.7%

3.2%

2.3%

4.1%

5.0%

4.7%

4.9%

10.8%

2.9%

4.7%

2.2%

1.3%

2.0%

2.2%

1.6%

1.3%

1.3%

1.6%

2.0%

1.1%

1.8%

2.2%

1.8%

1.6%

1.6%

1.6%

1.8%

1.8%

1.6%

1.4%

1.6%

1.6%

1.6%

1.8%

1.4%

1.6%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①太陽光などの再生可能エネルギーの利活用

②節電などの省エネルギー対策

③異常気象への備えや気候変動への適応

④３Ｒ（発生抑制、再利用、リサイクル）の推進

⑤適切なごみの処理、不法投棄対策

⑥大気汚染防止や生活排水などによる水質汚濁防止

⑦不快な騒音・振動のない生活環境

⑧地盤沈下や土壌汚染のない生活環境

⑨河川などの水辺地の保全

⑩歴史的・文化的遺産の保護と継承

⑪地域の自然や公園など、身近な緑の充実

⑫景観に配慮したまちづくり

⑬環境に関する情報の提供・共有

⑭環境保全活動や環境教育・学習機会の充実

⑮自ら進んで環境問題に取り組む人材の育成

高い やや高い どちらでもない やや低い 低い 無回答
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［満足度・重要度の点数化］ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

2.75

3.13

2.67

3.32

3.44

3.31

3.22

3.27

3.20

3.36

3.31

3.05

2.96

2.95

2.89

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00 5.00

①太陽光などの再生可能エネルギーの利活用

②節電などの省エネルギー対策

③異常気象への備えや気候変動への適応

④３Ｒ（発生抑制、再利用、リサイクル）の推進

⑤適切なごみの処理、不法投棄対策

⑥大気汚染防止や生活排水などによる水質汚濁防止

⑦不快な騒音・振動のない生活環境

⑧地盤沈下や土壌汚染のない生活環境

⑨河川などの水辺地の保全

⑩歴史的・文化的遺産の保護と継承

⑪地域の自然や公園など、身近な緑の充実

⑫景観に配慮したまちづくり

⑬環境に関する情報の提供・共有

⑭環境保全活動や環境教育・学習機会の充実

⑮自ら進んで環境問題に取り組む人材の育成

・回答数について「高い」を５点，「やや高い」の回答数を ４点，「どとらともいえな

い」を３点，「やや低い」を２点，「低い」を１点とし，それらの合計値を回答者数

（無回答を除く）で割ったものを点数として扱います。 

・数値が大きい施策・取組は，満足度・優先度が高いことを示しています。 

＜満足度＞ 

3.33

3.81

3.98

3.90

4.16

3.97

3.68

3.81

3.87

3.82

3.86

3.73

3.65

3.58

3.54

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00 5.00

①太陽光などの再生可能エネルギーの利活用

②節電などの省エネルギー対策

③異常気象への備えや気候変動への適応

④３Ｒ（発生抑制、再利用、リサイクル）の推進

⑤適切なごみの処理、不法投棄対策

⑥大気汚染防止や生活排水などによる水質汚濁防止

⑦不快な騒音・振動のない生活環境

⑧地盤沈下や土壌汚染のない生活環境

⑨河川などの水辺地の保全

⑩歴史的・文化的遺産の保護と継承

⑪地域の自然や公園など、身近な緑の充実

⑫景観に配慮したまちづくり

⑬環境に関する情報の提供・共有

⑭環境保全活動や環境教育・学習機会の充実

⑮自ら進んで環境問題に取り組む人材の育成

＜重要度＞ 

平均点［ 3.12 ］ 

平均点［ 3.78 ］ 
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［満足度・重要度の分析］ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足度・重要度の結果を併せて総合的にみるために、縦軸に満足度、横軸に重要度

の２次元グラフで表示して合わせてみることで、満足度と重要度の関係について分析

します。それぞれのエリアの詳細は次のとおりです。 

＜カテゴリ＞ 

【Ⅰ】 満足度が高く、重要度も高い  【Ⅱ】 満足度が高く、重要度が低い 

【Ⅲ】 満足度が低く、重要度も低い  【Ⅳ】 満足度が低く、重要度が高い 

①太陽光などの再生可能

エネルギーの利活用

②節電などの省エネルギー対策

③異常気象への備えや気候変動への適応

④３Ｒ（発生抑制、再利

用、リサイクル）の推進

⑤適切なごみの処理、

不法投棄対策

⑥大気汚染防止や生活排水

などによる水質汚濁防止

⑦不快な騒音・振動のない生活環境

⑧地盤沈下や土壌汚染の

ない生活環境

⑨河川などの水辺地の保全

⑩歴史的・文化的遺産の

保護と継承

⑪地域の自然や公園など、

身近な緑の充実

⑫景観に配慮したまちづくり

⑬環境に関する情報の

提供・共有

⑭環境保全活動や環境教

育・学習機会の充実

⑮自ら進んで環境問題に

取り組む人材の育成

2.60

2.70

2.80

2.90

3.00

3.10

3.20

3.30

3.40

3.50

3.60

3.20 3.40 3.60 3.80 4.00 4.20 4.40

満

足

度

重 要 度

ⅠⅡ

Ⅲ Ⅳ

平均点 

［ 3.12 ］ 

平均点［ 3.78 ］ 

高 

低 

高 低 

○カテゴリ【Ⅳ】に分類される「③異常気象への備えや気候変動への適応」について、

満足度が低く、重要度が高いものであるため、サービス改善のニーズが高いと考えら

れます。 

 

【現状維持領域】 【ニーズ充足領域】 

【改善検討領域】 【改善領域】 
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⑥ 青森市の良好な環境を将来の世代へ引継ぐため、貴事業所ではどのようなことに

取り組みたいか。（自由記載） 

［主な回答］ 

 

 

 

・定期的に地域の活動に会社全体で参加したり、ボランティアを積極的に行ったり、従

業員が充実感の持てるような活動を教えて会社ぐるみで実施したい。 

・地元企業として青森市の大気汚染や地球温暖化抑制のための建設機械の新設など、環

境に配慮した工事施工をしていきたいと思います。 

・３Rに携わる事業を営んでいるため、仕事を通じて特に将来世代の市民を対象に通常業

務の枠を超えて広報活動を行っていきたい。環境を仕事とする担い手を増やすことも

持続可能な会社経営の一端だと認識している。 

・貴重な文化や風土、景観を守り、心豊かな社会をつくる仕事に取り組みたい。 

・当社はビルメンテナンス業であり、建物内・外・の環境、美観を課題とした社員研修

を行っており、引き続き取り組んでいきたい。 

・社内においての環境へ配慮した行動を小さなことからでも継続して取り組んでいく(誰

でも簡単に毎日できる節電、節水、リサイクル、ゴミ削減、等)  

       など 

 


